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電源不要の自動消火システム・停電時も確実作動

ナトリウム、カリウム、マグネシウム、アルミニウム

メタレックス(宮田工業製)を消火剤に使用

金属火災とその対策金属火災とその対策
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火災の種類

火災の分類[消防法準拠] 諸外国の分類

普通
火災用

油
火災用

電気
火災用

電気火災

金属火災

ガス火災

油 火災

普通火災 木材、紙、繊維のような
燃焼特性を有する火災

可燃性液体、
固体の油脂火災

可燃性ガスの火災

アルミニウム・マグネシウム
ナトリウム・カリウム等の
可燃性金属の火災

通電している電気機器の火災

A火災

木材、紙、繊維
などが燃える
火災

B火災

石油類その他
可燃性液体、
半固体油脂類
などが燃える
火災

C火災

変圧器、配電盤
その他
これらに類する
電気設備の火災

B火災以外の
火災

分類・区分
有効と考えられる
消火手段が異なる
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消火の原理

連鎖反応を遮断

酸素

連鎖反応

熱エネルギー

可燃物除去

窒息

冷却

可燃物

4要素が存在し、且つ条件が満足された時に
燃焼は起こり、その条件が満足されている限り
継続する。

燃焼を構成している4つの要素のうち、
どれか1つでも欠ければ燃焼を継続することは
できない。

燃焼の4要素 消火の4要素
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分 類 金 属 発火・燃焼性 注 意

アルカリ金属 カリウム
ナトリウム
リチウム 等

●常温で水と激しく反応し、同時に著しい発熱を
伴うため、発生する水素ガスが直ちに発火
あるいは爆発する。

●空気中の湿度でも急速に酸化されて、
自然発火するおそれがある。

●炭酸ガス中においても、その酸素を奪って
燃焼する。

●ナトリウム・リチウムは、燃焼中に溶融し、
流出状態で燃焼する。

●リチウムは、窒素ガス中でも燃焼する。

アルカリ土類金属 カルシウム
マグネシウム 等

●アルカリ金属と同様に水を分解し、水素ガスを
発生する。程度は穏やかなため、直ちに
発火することは少ないが、火気により容易に
発火しやすく、また自己の酸化熱の蓄熱により、
自然発火することもある。

●微細なマグネシウム粉は、粉塵爆発を
起こしやすい。

●マグネシウムは、窒素中においても燃焼し、
窒化マグネシウムを生じることがある。

その他 アルミニウム
亜鉛
鉄
ニッケル 等

●塊上では、自然発火の危険性は少ない。

●細粉状又は細片状のものが大量に堆積された
場合には、自然発火することがある。

●アルミニウムや亜鉛は、微粉状になると熱水を
分解する性質があり、また粉塵爆発の
危険性もある。

●アルミニウムの燃焼形態は、マグネシウムに
類似している。

主な金属の燃焼性

禁水性物質として、
保管・取扱い・消火対策などに、
特別の注意が必要

可燃性物質として、
保管・取扱い・消火対策などに、
注意が必要

アルミニウムはマグネシウムと同様、
他の金属も形状の細かなものは、
保管・取扱い・消火対策などに、
注意が必要
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アルカリ金属
カリウム ナトリウム リチウム

特

徴

・イオン化傾向が大きいため、
酸化されやすく水と激しく反応する。

・空気中放置すると自然発火する
危険性がある。

・イオン化傾向が大きいため、
酸化されやすく水と激しく反応する。

・空気中放置すると自然発火する
危険性がある。

・禁水性のみで自然発火はしない。

融点以上に加熱すると
紫色の炎を出して
燃焼する。

融点以上に加熱すると
黄色の炎を出して
燃焼する。

融点以上に加熱すると
深赤色の炎を出して
燃焼する。

火
災
予
防
の
方
法

・貯蔵する場所の床面は
湿気を避けて地面よりも
高くする。

・空気中の水分を
避けるため、
小分けして灯油中に
保存する。

・火気、加熱を避ける。

・容器に密栓して保存する。

・水分の接触を避ける。
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アルカリ土類金属やその他金属粉
(第2類危険物)の消防法での規制

マグネシウム 鉄 粉 金 属 粉

目開き2mmの網ふるいを

通過しないもの、及び直径2mmより

小さい棒状のもの以外のものを

危険物として指定。

目開き53μmの網ふるいを50%以上

通過する鉄の粉を危険物として

指定。

アルカリ金属、アルカリ土類金属、

マグネシウム、鉄以外の金属粉で、

目開きが150μmの網ふるいを

50%以上通過するものを

危険物として指定。

空気中の水分により

自然発火する危険性がある。

熱水と反応して、

水素を発生する。

油の染みた切削屑は、

自然発火の危険性がある。

粉塵爆発の危険性がある。

Al：空気中の水分やハロゲン元素

により、自然発火する

危険性がある。

粉塵爆発の危険性がある。

Zn：空気中の水分や熱水と

反応して、水素を発生する。

粉塵爆発の危険性がある。
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金属火災用の消火剤

金属火災の消火原理 金属火災用消火剤の条件

窒息 冷却

燃焼金属表面を
消火剤で十分覆い
酸素を遮断

燃焼物の温度が
低下するまで
静置する

従来の消火剤

1.高温に耐える
分解等にて支障物質を生成しない

2.冷却効果がある
熱吸収量が大きい

3.凹凸のある燃焼金属も覆うことが出来る
融点が低い

4.隙間や深部に入り込める
流動性がよい

5.溶融した金属でも、液面上に浮上する
金属表面で溶融

6.保存性がよい
吸湿性が少ない

消火剤
スコップ等で散布

乾燥砂

フラックス

ダライ粉
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消 火 法 使用状況 注 意

水(放水) 激しく爆燃

ABC消火器 火炎飛散

ABC消火薬剤 火勢拡大

BC消火薬剤 火勢拡大

強化液消火器 激しく爆燃

炭酸ガス消火器 火炎飛散

湿った砂 火勢拡大

湿って固まった
フラックス

火勢拡大

使用できない消火剤

乾燥状態での＿
保管が重要！

絶対使用厳禁！
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メタレックス(宮田工業製)

消火剤について
メタレックスの組成 メタレックスの消火原理

メタレックスの特長

主 剤：塩化ナトリウム

添加剤：高温架橋剤

低温架橋剤

流動性付与剤

防湿性付与剤

耐高温性、熱吸収性
炎抑制

温度によって溶融し、
燃焼物表面に付着
密閉して酸素を遮断

燃焼物深部へ浸透

吸湿による固化を防止

●耐熱性や密封性に強く、薬剤が燃焼物の深部まで浸透する

●散布することにより、延焼防止にも効果がある

●切削油等の油火災にも効果がある

●化学的に安定で、保存性がよい

●マグネシウムに限らず、一般の金属火災にも対応できる

●消防庁予防課より、乾燥砂の代替とする消火薬剤として特認を得ている [消防予第112号 昭和47年6月22日]
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マグネシウム火災
消火上のご注意

水、一般の消火器は絶対使用禁止

錆びた鉄等の酸化物の接触も厳禁

マグネシウム火災は、非常に高温で、
燃焼により有毒なヒュームも発生

ドライのマグネシウム……せん光や白煙の発生は著しいが
比較的燃焼速度は穏やか

油を含んだマグネシウム…まず油が着火し、規模が拡大すると
マグネシウム火災に移行

水を含んだマグネシウム…燃焼が非常に早く、火の粉を
吹き上げながら拡大

金属火災は、窒息と冷却効果により、
時間をかけて消火

消火後の残渣は、窒化マグネシウムが
生成されている可能性がある

消火時には、保護具
(マスク・耐火手袋など)を着用

時間的余裕があるため
落ち着いて対応

極小規模で対応
無人対応

日頃からの訓練が重要！

表面が消火していても、すぐ処理
せずに十分冷却するまで静置した後、
内部の完全消火を確認して後処理

水との接触を避け、
適切な廃棄処理を実施

爆発的燃焼・水蒸気爆発

テルミット反応(爆発的燃焼)
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火災

センサーチューブが火災を探知し破裂すると、チューブ内が圧力降下し、空気圧制御式の
容器弁が開放して、消火剤が消火配管を経由して噴射ノズルから放出されます。

ファイアイレイスシステム（ＩＬＰ）

火災発生

チューブ破裂

容器弁が作動

消火

噴射ノズルから
消火剤放出

1.8MPa

センサーチューブ
【内圧1.8MPa】

消火配管

消火剤容器
【内圧1.8～5.3MPa】

インダイレクト
バルブ【間接方式】

噴射ノズル
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・ポリエチレンチューブは吸水率が<0.01（％・3mm・24h）と低く、耐薬品性に大変優れています。

・防護空間各所に配置しますので、電気火災を初期の段階で安全に感知します。

・フレキシブルで設置場所の形状を問いません。

センサーチューブは、三井化学産資株式会社と共同開発したバリア性に優れた
ポリエチレンチューブを使用しています。消火剤や加圧推進剤の窒素ガスを
透過減量しませんので長期使用に耐えます。

内外層

接着層

バリア層

外径
6mm

内径
4mm

感知温度（℃）

内圧1.8MPa・無炎

設置可能

周囲温度（℃）
主原料

サイズ
（ｍｍ）

設置場所例

９２ ‐２０～＋５０ ポリエチレン 外径φ６・内径φ４ 自動工作機

１６０ ‐２０～＋６５ ポリアミド 外径φ６・内径φ４ 屋外・周囲高温部

通常時の内圧に耐え、火災時に
溶融、破壊となる設計としています。

消火剤が通常時に透過し減量しないよう
バリア性に特化した樹脂層を設けました。

内外層とバリア層を一体化するため
接着性樹脂により各層を結合しています。

センサーチューブの特長
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機器構成（インダイレクトタイプ）

ＩＬＰバルブ

ＩＨＰバルブ

エンドアダプター 圧力スイッチ作動温度92℃

バルブ センサーチューブ

作動温度160℃

チューブ末端

シリンダー

オプション
制御盤・表示灯 等

遠方起動装置手動起動装置

消火配管・ノズル

噴射ノズル銅管・ＳＵＳ管

・メタレックス
ｅｔｃ

消火剤
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メンテナンス・更新時期について

定期点検

ファイアイレイス定期点検内容（チェックリスト参照）
点検推奨頻度： 6ヶ月ごとに年2回をめどに点検の実施を
お願い致します。

更新時期

機器名称 年 数 備 考

容器弁と
貯蔵容器

設置後 ８年

※

消火剤 期限なし
（容器交換時）

モリタ宮田工業仕様

センサー
チューブ

使用温度環境に
より変わります
次ページ参照

※定期点検時に異常があった場合は即時是正もしくは
交換となります。
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防護対象別設置プラン

集塵機

ファイアイレイス容器（DHP)

センサーチューブ

マシニングセンター

センサーチューブ

ファイアイレイス容器（IHP)

噴射ノズル
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これまでの設置実績
●ファイアイレイスは、国内工場、原子力発電所、国内外の風力発電プラント、エンジンルーム等
さまざまな分野の消火システムとして、4,330システム以上の設置実績を持っています。

実験・試験施設 電気盤関係

集 塵 機自動工作機械

バス エンジンルーム ボート エンジンルーム

接着剤塗布装置

鉄道車両エンジンルーム

風力発電設備（ナセル内）

レーザー加工機

恒温槽

風力発電設備（タワー内）
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ご案内・お問い合わせ

弊社 八街工場 消火実験棟にて、ファイアイレイスの
消火実験デモンストレーションをご覧頂けます。
（事前のご予約が必要です。）

409

51

277

22

53

■ご案内

ＪＲ総武本線 八街駅より車で約8分
東関東自動車道
佐倉ＩＣより車で約15分

ACCESS

至成田

至成田

佐倉ＩＣ

至佐倉

至富里
至佐倉

至日向
三区十字路

松林

神門

至東京

至千葉市街

ランドローム
フードマーケット株式会社ニチボウ 八街工場

TEL : 043-444-5001 

FAX : 043-444-5022

〒289-1114 

千葉県八街市東吉田840番地1

■お問い合わせ・お見積は．．．


tamai@nitibou.co.jpe-mail tamai@nitibou.co.jp

TEL  03-3444-6261（直通）

玉井・森島


